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3 年前の大震災。想定外の大津波により，宮古市は大きな被害を受けた。宮古小学校は避難所となり、体育館や教室は津波から逃れてきた人

達であふれかえっていた。緊急事態だけに，どの教室にどんな人たちが何人避難しているのかも分からない。届く食料を均等に配りたくても，

どのように配ればいいのか暗中模索の状態だった。そんな時，最も大切にしたのが「話し合う」ことだった。校長や副校長のリーダーシップの

もと，職員の中で事あるごとに話し合いが行われた。また，避難している人々も教室単位で班を組織し，班長を決め，班長会議で連絡事項を伝

え合ったり，食料を配ったりすることにした。誰も経験したことのない状況だったので，どのやり方が正しいのか分からない中，最善・最良を

求めて互いに意見を交わし，一つの方向性を見出していった。お互いの立場や状況，気持ちを考えながら話し合い，行動することで，長期にわ

たる避難所生活を大きなトラブルもなく円滑に進めることができたのである。 

本単元では，自分の考えをもち，一つの話題についてグループで討論することを単元を貫く言語活動として設定する。「討論」は，高学年にな

って初めて取り組む言語活動なので，討論の仕方を理解させるためにモデルを示したりロールプレイを取り入れたりすることで，討論のポイン

トを理解させたい。また，自分の考えを主張するだけでなく，相手の考えを受け止めながら討論する姿勢をどの子にも身に付けさせていきたい。 

また，単元のまとめとして，「宮古市役所跡地の活用について」という話題でグループ討論をさせる。8月に，宮古市で市役所移転とその跡地

の活用について住民アンケートが実施された。子どもの意見も取り入れてもらいたいという思いから，総合の時間に調べ学習に取り組み，跡地

の活用について考えてきた。自分たちの生活に身近な話題を取り上げることで，討論に対する意欲を高め，活用場面を増やすことにより，討論

の仕方がより定着すると考えたからである。お互いの考えを関係付けながら，考えを深めたり広げたりすることで，討論することのよさを実感

できるようにしていきたい。 

第５学年 国語科学習指導案 

日 時 ：平成２６年１０月１０日（金） ５校時 

児 童 ：５年１組 男１５名 女２３名 計３８名 

指導者 ：竹内 義晃 

【研究主題】ふるさとの復興を担う「人づくり」の展開 ～「自分から」かかわり，学びを深める児童の育成～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 ～自分の考えをまとめて，グループ討論をしよう～ 

  教材名 中心学習材「豊かな言葉の使い手になるためには」 

 補助学習材「インターネットを使って調べる」「話し合うために大切な言葉」 

２ 単元の構想 

（１）学習指導要領に示されている指導目標及び内容との関連 

  〇目 標（A話すこと・聞くこと B書くこと） 

 

  〇内 容 

 

＜A話すこと・聞くこと＞ 

①ア 考えたことや伝えたいことなどから話題を決め，収集した知識や情報を関係付けること。 

  オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。 

 ②イ 調べたことやまとめたことについて，討論などをすること。 

＜B書くこと＞ 

 ①ア 考えたことなどから書くことを決め，目的や意図に応じて，書く事柄を収集し，全体を見通して事

柄を整理すること。 

エ 引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと。 

 ②イ 自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動を報告した文章などを書いたり編集したりす

ること。 

（１） 目的や意図に応じ，考えたことや伝えたいことなどについて，的確に話す能力，相手の意図をつか

みながら聞く能力，計画的に話し合う能力を身に付けさせるとともに，適切に話したり聞いたりしよ

うとする態度を育てる。【A話すこと・聞くこと】 

（２） 目的や意図に応じ，考えたことなどを文章全体の構成の効果を考えて文章に書く能力を身に付けさ

せるとともに，適切に書こうとする態度を育てる。【B書くこと】 

第５学年及び第６学年の目標及び内容 

①指導事項 ②言語活動例 ❏ 本単元を貫く言語活動 

調べたことを基に自分の考えをまとめ，グループで討論する。 
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第1・2学年 

身近なことや経験したことなどから話題

を決め，必要な事柄を思い出すこと。 

第３・４学年 

関心のあることなどから話題を決め，必要な事

柄について調べ，要点をメモすること。 

第5・6学年 

考えたことや伝えたいことなどから話題を決

め，収集した知識や情報を関係付けること。 

第1・2学年 

互いの話を集中して聞き，話題に沿って

話し合うこと。 

第３・４学年 

互いの考えの共通点や相違点を考え，司会や提案など

の役割を果たしながら，進行に沿って話し合うこと。 

第5・6学年 

互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画

的に話し合うこと。 

第1・2学年 

経験したことや想像したことなどから書くことを決

め，書こうとする題材に必要な事柄を集めること。 

第３・４学年 

関心のあることなどから書くことを決め，相手や目的

に応じて，書く上で必要な事柄を調べること。 

第5・6学年 

考えたことなどから書くことを決め，目的や意図に応じて，書く事

柄を収集し，全体を見通して事柄を整理すること。 

第1・2学年 

語と語や文と文との続き方に注意しながら，つ

ながりのある文や文章を書くこと。 

第３・４学年 

書こうとすることの中心を明確にし，目的や必要に応

じて理由や事例を挙げて書くこと。 

第5・6学年 

引用したり，図表やグラフなどを用いたりし

て，自分の考えが伝わるように書くこと。 

 〇学習の系統 

＜A話すこと・聞くこと 話題設定や取材＞ 

 

 

 

 

＜A話すこと・聞くこと 話し合うこと＞ 

 

 

 

 

 

＜B書くこと 課題設定や取材＞ 

 

 

 

 

＜B書くこと 記述＞ 
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（２）単元構想図 

◎本校の復興に向かう合言葉 ＝「自分から」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《本単元で目指す子どもの姿》 

【伝え合う～自分づくり】 

調べたことを基に自分の考えをもち，グループ討論の中で 

友達の考えを尊重しながら意見を伝え合い，考えを深めることができる子 

☆自分づくりのための手立て・２ 

友達の考えを尊重しながら考えを伝え合うために 

・「話し合うために大切な言葉(反応)」を掲示し評価の

観点ともすることで，友達の考えを尊重する態度を

身に付けさせる。 

・1回目は「豊かな言葉の使い手」について，2回目

は「宮古市役所跡地の活用」について討論を行うこ

とで，話題を変えて討論を2回経験させる。変化の

ある繰り返しにより，討論の質を高めたい。 

☆自分づくりのための手立て・１ 

豊かな言葉の使い手について自分の考えをもたせるために 

・「豊かな言葉の使い手」とはどんな人かを考えさせ

る際には，抽象的なイメージだけにとどめず，具体

的な人物や職業を想起させる。 

・自分の課題を調べる際には，インターネット検索の

仕方を丁寧に指導したり，図書支援員と連携し，図

書資料の充実を図ったりする。また，必要に応じて

インタビュー活動も取り入れ，それぞれの課題を調

べる時間を十分に確保する。 

☆自分づくりのための手立て・３ 

討論を通して自分の考えを深めるために 

・考えを深めるために「共通点と相違点」というポイ

ントを意識しながら討論を進めさせたり，自分の考

えをまとめさせたりする。 

【学習材について】 

 「豊かな言葉の使い手になるためには」では，言葉の豊か

さについて考えることを中心的な課題としている。言葉が「豊

かである」とは何がどうであることを指すか，逆に豊かでな

い言葉としてどのような具体例を挙げることができるかとい

った考察することにより，こんな言葉の使い手になりたいと

いうあこがれや目標をもつことができる教材である。 

また，「話し合うために大切にしたい言葉」は，相手の言葉

を落ち着いて把握しようとする言葉遣いや，よりよい結論を

導き出すための方法をつかませるために適している。 

▲復興教育とのかかわり 

◇３「そなえる」 

 震災津波の経験を踏まえた人

の絆の大切さ・地域づくり・社

会参画 

⑲【災害時における情報の

収集・活用・伝達】 

◎復興教育とのかかわり 

◇１「生きる」 

 震災津波の経験を踏まえた

生命の大切さ・心のあり方・心

身の健康 

③【価値ある自分】 

 

 

 

 

 

【児童の実態】 

〇年度当初から，朝の会でスピーチ活動を取り入れたり，ペ

アでの対話を取り入れたりすることで，どの子も話すこと

について経験を積み重ねてきている。 

〇少人数の中では，自分の考えを語ることができる子が多い。 

●言葉遣いが悪い子が目立ち，感情のままに話す子がいる。 

●話し合ってよりよい考えを求めるという経験が少なく，話

し合いの仕方がまだ十分に身に付いていない。 

●友達の考えを受け入れて，よりよい考えを求めようとする

意識が低い。 

◎討論の中で，自分の

考えを受け止めても

らったり，自分の考

えがみんなの考えを

深めることに気付い

たりすることで，自

分の考えを大切にし

ようとする気持ちを

育てる。 

◎インターネットでの

検索方法についての

理解を深め，情報収

集能力を高める。 
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（３）単元の目標 

 ＜国語への関心・意欲・態度＞ 

○自分たちの言語生活に目を向け，調べて文章に書いたり，自分の考えを発表したりしようとしている。  

 ＜話すこと・聞くこと＞ 

○話題を決めて，収集した知識や情報を関連付け，自分の考えを構築することができる。  

 〇互いの考えを関係付けたり，自分の立場や意図をはっきりさせたりしながら，計画的に話し合うことがで

きる。 

＜書くこと＞  

〇自分の考えを構築するために，話題に関する情報集めたり整理したりすることができる。 

○引用部分を明確にしながら，意見を記述した文章を書くことができる。  

 ＜伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項＞ 

○語感，言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもつことができる。  

 

３ 指導と評価の計画 

次 時 主な学習活動 国語科のねらい 評価規準(評価方法) 復興教育のねらい 

一 

1 

・単元・リード文から学習課題を

設定し，見通しをもつ。 

〇単元の学習課題を設定し，「学習

の流れ」を確認して，学習の見通

しをもつことができる。 

【関】言葉の使い手として「豊か」

や「豊かでない」とはどの

ようなことか具体的に考

え，学習の見通しをもとう

としている。(発表) 

 

2 

・「豊かな言葉の使い手」から想起

する人物とその理由，豊かでは

ないと思うことについて話し

合い，自分の課題を決める。 

〇「豊かな言葉の使い手」について，

マップを用いて考えを整理し，自

分の課題を決めることができる。 

【書】マップを用い，どんな言葉

の使い手を目指したいの

かを考え，自分の課題を決

めている。(学習シート) 

 

3 

4 

・教科書P97「インターネットを

使って調べる」から，検索の仕

方を知る。 

・図書室で参考資料となる本を探

したり，インターネットを利用

したりして自分の課題につい

て調べる。 

〇自分の課題について，二冊以上の

文献やインターネットなどで調

べ，調べたことをメモすることが

できる。 

【書】文献やインターネット，イ

ンタビューなどから，調べ

たことをメモしている。 

(学習シート) 

〇インターネットでの検

索方法についての理解

を深め，情報収集能力

を高める。(観察・ノート) 

 「そなえる」 

⑲【災害時における情報

の収集・活用・伝達】 

二 

5 

6 

・調べたことから，「豊かさ」を生

み出すもの，自分なりにできる

ことを考え，書き出しながら整

理する。 

〇調べたことから，「豊かさ」を生

み出すもの，自分なりにできるこ

とを考えて，書き出すことができ

る。 

【書】調べたことを整理し，共通

して言えることを見付け，

書き出している。(学習シート) 

【話・聞】収集した知識や情報の

共通点を基に，自分の考え

を構築している。(学習シート) 

 

7 

8 

・P93の例から，文章の構成や書

き方の工夫について話し合う。 

・構成や表現を工夫し，「豊かさ」を生

み出すものと自分なりにできるこ

とについて，文章を書く。 

〇書き出したことを基に，構成や表

現を工夫しながら，自分なりにで

きることについて文書を書くこ

とができる。 

【書】自分の考えを裏付けるよう，

「豊かさ」を生み出すもの

について，引用をしたり根

拠を挙げたりして文章を

書いている。(学習シート) 

 

三 

9 

10 

・教科書P94～P96を読み，グル

ープ討論の進め方を理解する。 

・教科書P98・99「話し合うため

に大切な言葉」を読み，討論の

ために必要な言葉を知る。 

・ロールプレイを通して，討論の

仕方をつかむ。 

〇グループ討論の進め方，話し合い

のときに大切にしたい言葉を確

認し，討論の準備をすることがで

きる。 

【言】適切な言葉の使い方につい

て考え，話し合うときに大

切な言葉を確認している。 

(発表・学習シート) 
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＜努力を要する児童への支援＞ 

・「話し合うために大切な言葉(反応)」の掲示

を生かし，どの言葉を使えそうか考えさせ

る。 

11 

12 

13 

・役割を決めて，「豊かな言葉の使

い手」についてのグループ討論

をする。 

・役割(討論する側と聞く側)を交

代して，2回目のグループ討論

を行う。 

・友達の考え，討論の仕方でよか

ったことや気付いたことをメ

モし，伝え合う。 

〇「豊かな言葉の使い手になるため

には，どうすればよいか」という

話題でグループ討論を行い，互い

の考えを関係付けながら話し合

うことができる。  

【話・聞】友達の考えを受け入れ

ながらグループ討論

を進め，互いの共通点

や相違点に触れて質

問したり意見を述べ

たりして話し合って

いる。 

(発言・相互評価） 

 

〇討論の中で，自分の考えを

受け止めてもらったり，自

分の考えがみんなの考えを

深めることに気付いたりす

ることで，自分の考えを大

切にしようとする気持ちを

育てる。(観察・学習シート) 

「いきる」 

③【価値ある自分】 

四 

14 

・討論の仕方についてふり返り，

成果と課題を明らかにする。 

・豊かな言葉の使い手になるため

に，これからしていきたいこと

について書く。 

〇討論の仕方について意見を交流

し，豊かな言葉の使い手になるた

めの自分の考えを書くことがで

きる。 

【書】学習したことをもとに，自

分の言葉の使い方を振り返

り，考えたことを書いてい

る。(学習シート) 

 

15 

 

・学習のまとめとして，「市役所跡

地の活用」についてのグループ

討論をする。 

・討論の仕方について，意見を交

流する。 

〇「市役所跡地をどのように活用し

たらよいか」という話題でグルー

プ討論を行い，互いの考えを関係

付けながら話し合うことができ

る。 

【話・聞】友達の考えを受け入れ

ながらグループ討論

を進め，互いの共通点

や相違点に触れて質

問したり意見を述べ

たりして話し合って

いる。 

(発言・相互評価） 

〇討論の中で，自分の考えを

受け止めてもらったり，自

分の考えがみんなの考えを

深めることに気付いたりす

ることで，自分の考えを大

切にしようとする気持ちを

育てる。(観察・学習シート) 

「いきる」 

③【価値ある自分】 

 

４ 本時の学習について 

（１）目標 

  〇「市役所跡地をどのように活用したらよいか」という話題でグループ討論を行い，互いの考えを関係付け

ながら話し合うことができる。  

（２）評価規準 Bおおむね満足 

 

 

（３）国語科の視点，復興教育の視点からの手立て 

  

話すこと・

聞くこと

（オ） 

・友達の考えを受け入れながらグループ討

論を進め，互いの共通点や相違点に触れ

て質問したり意見を述べたりして話し合

っている。(発言・相互評価） 

＜国語科の視点から＞ 

  ア 討論に対する意欲を高めるために，自分たちの地域の話題を取り上げることで，討論に対する必要

感を高める。 

イ 互いの考えを尊重しながら話し合わせるために，「話し合うために大切な言葉(反応)」を掲示し，

討論の評価の観点ともすることで，互いの考えを受け止めながら話し合わせる。 

ウ 互いの考えを正確につかませたり，関係付けたりさせるために，個人の考えをまとめた「討論カー

ド」を提示しながら自分の考えを述べさせる。 

 

＜復興教育【自分づくり】の視点から＞ 

ア 討論の中で，自分の考えを受け止めてもらったり，自分の考えがみんなの考えを深めることに気付

いたりすることで，自分の考えを大切にしようとする気持ちを育てる。③【価値ある自分】 

(

本
時) 
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（４）展開 

段
階 

学習活動（〇主発問） 

・期待する児童の反応 
〇教師の支援 

◎評価 

◇目指す児童の姿 

つ 

か 

む 
 
 
 
 

５
分 

１ 前時までの学習を想起し，討論のポイン

トとこれまでの学習で見えてきた課題

を確認する。  

〇討論のときに大切な言葉はどんな言葉で

したか。 

・「なるほど。」「確かに～。」(受け止める) 

・「それなら」(次へ進める) 

・「～さんと似ていて」「～さんとは違って」(関連させる) 

・「ということは」「つまり」(まとめる) 

〇討論をしてうまくいかなかったことは何

でしたか。 

・相手の考えを受け止める言葉を使えなかった。 

・共通点を考えるのが難しかった。 

・相手の意見と関連させながら，自分の意見を言うのが難し

かった。 

２ 本時の学習課題を確認する。 

〇これまで学習したことを生かして，違う話

題で討論してみよう。 

 

 

 

 

 

〇掲示等を活用し，これまでの学習を

想起させる。 

〇「受け止める・関連させる」をキー

ワードに討論を進めていくことを

確認する。 

〇互いの考えを関連させるには，共通

点や相違点を意識して聞くことが

大切であることを確認する。 

〇「豊かな言葉の使い手」の討論でう

まくいかなかったことを確認しな

がら，本時の課題を明確にさせた

い。 

 

 

◇掲示を参考

に，前時まで

の学習を想起

している。 

ふ 

か 
め 

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
０
分 

３ 役割と討論の進め方を確認する。 

＜討論の進め方＞ 

 

 

４ グループで討論する。【伝え合う】 

・私は，市役所の跡地をみんなが使える駐車場にするべきだ

と思います。駐車場の数について調べてみると…。 

・ぼくは，市役所跡地をみんなのための公園にするべきだと

思います。学区にある公園について調べたところ…。 

〇討論をするグループ，聞くグルー

プ，司会を確認させる。 

〇討論の進め方は，掲示を活用し短時

間で確認する。 

〇聞くグループは，内容面ではなく討

論の仕方について評価することを

確認する。 

 

〇停滞しそうなグループを事前に把

握しておき，すこやかサポートと連

携し，机間指導にあたる。 

〇討論カードを活用し，共通点は赤で

囲ませたり，考えを関連させたとき

は線で結ばせたりしながら，討論の

進み具合を視覚化させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎友達の考えを受

け入れながらグ

ループ討論を進

め，互いの共通

点や相違点に触

れて，質問した

り意見を述べた

りしている。 

(発言・相互評価) 

これまでの学習を生かし「市役所跡地の活用」についてグループで討論し、

自分の考えを深めよう。 

＜聞くグループの評価の観点＞ 

①「話し合うために大切な言葉」

を使えていたか。(「受け止め

る」・「関連させる」など) 

②司会は，出された意見の共通

点を考えながら討論を進めた

り，まとめたりしていたか。 

①討論（８分） 

②聞くグループからのふり返り（２分） 

③役割を交代して，討論する。 

①一人ずつ自分の考えを発表する。 

②互いの考えについて質問したり，それ

に答えたりする。 

③互いの考えについて意見を交わす。(関

連させる) 

④司会が，どのような意見が出たかまと

める。 

⑤聞くグループが，討論の進め方でよか

ったところを発表する。 
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ひ 

ろ 

げ 

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
分 

５ 討論を通して，自分の考えが深まったり

広がったりしたことを書き、発表する。 

〇討論を通して，自分の考えが深まったり広

がったりしたことを書きましょう。 

・いろんな考えが出てきたが，その理由に共通していること

は，子どもから大人までみんなの役に立つものを作るべき

だという考えだった。～ 

・自分は公園がいいと思っていたが，討論をすることで駐車

場にするべきだという考えに変わった。わけは，～。 

 

 

６ 単元を通して身に付いた力や分かった

ことについて交流する。(まとめる) 

○どのような討論をすれば，考えを深めるこ

とができましたか。 

・相手の考えに対して「なるほど」などの言葉を使い，相手

の意見を受け止めること。 

・自分の意見を言うときは，根拠をしっかり話すことが大切

だということが分かった。 

・互いの共通点を考えながら討論すること。 

・互いの考えのよさを考えながら，よりよい考えを求めて討

論すること。 

 

 

○共通点や相違点に触れられるよう

に，文型を示す。 

「グループ討論をすることで見えてき

た共通点は，～だった。そう考えると，

市役所跡地は…にするべきだ。～。」 

「自分は～がいいと思っていたが，討論

することで…という考えに変わった。

わけは，～。」 

 

 

 

○本時の討論を振り返らせ，これまで

の課題が少しでも解決できたか確

認する。 

〇討論の仕方に焦点を当て，単元全体

を振り返りながら考えさせ，本時の

まとめとする。 

 

◇討論を通して

見えてきた共

通点や相違点

に触れなが

ら,自分の考

えを書いてい

る。 

（学習シート・発言） 

 

 

 

（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

グ
ル
ー
プ
討
論
を
し
よ
う 

  
 
 

 

        
 
 

 

            

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
「
市
役
所
跡
地
の
活
用
」
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
で
討
論
し
、
自
分
の
考
え
を
深
め
よ
う
。 

 

 
 

☆
考
え
が
深
ま
っ
た
の
は
な
ぜ
？
☆ 

・
互
い
の
共
通
点
を
考
え
な
が
ら
話
し
合
え
た
か
ら
。 

→
み
ん
な
が
納
得
で
き
る
考
え
へ 

・
互
い
の
考
え
の
よ
さ
を
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。 

 
 

→
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
、
よ
り
よ
い
考
え
へ 

  

【
グ
ル
ー
プ
討
論
の
進
め
方
】 

こ
れ
ま
で
の
討
論
か
ら
見
え
て
き
た
課
題 

・
相
手
の
考
え
か
ら
共
通
点
を
見
付
け
る
こ
と
。 

・
根
拠
を
問
う
質
問
が
少
な
か
っ
た
。 

・「
な
る
ほ
ど
。
確
か
に
。」
な
ど
の
相
手
の
考
え

を
受
け
止
め
る
言
葉
を
あ
ま
り
使
え
な
か
っ

た
。 

  

【
討
論
を
通
し
て
見
え
て
き
た
も
の
】 

〇
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
の
役
に
立
つ
施
設
。 

 
→

公
園
・
駐
車
場 

〇
震
災
を
忘
れ
な
い
よ
う
な
施
設
。 

 
→

石
碑
を
建
て
る
・
震
災
資
料
館 

〇
み
ん
な
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
な
施
設
。 

 

→
駐
車
場
と
デ
パ
ー
ト
を
合
体 

 
 
 
 
 
 

… 


